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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、
　定着ニップ部で記録材に形成された未定着画像を記録材に定着する定着ユニットであっ
て、前記定着ニップ部に圧力を掛ける圧力付与部と、前記圧力付与部に作用して前記定着
ニップ部に掛る圧力を解除する圧力解除部と、を有し、前記装置本体に対して着脱可能な
定着ユニットと、
　前記装置本体に開閉可能に設けられた開閉部材と、
　前記装置本体に設けられており、前記装置本体に装着された状態の前記定着ユニットの
前記圧力解除部と係合し前記圧力解除部を移動させるためのカップリング部と、
を有する画像形成装置において、
　前記カップリング部は前記開閉部材の開閉動作に連動して移動し、
　前記定着ユニットには、前記定着ユニットを前記装置本体に装着する装着動作に連動し
、前記圧力解除部の位相を前記開閉部材が開いている時の前記カップリング部の位相に合
わせる位相合わせ部が設けられていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記位相合わせ部は前記圧力解除部の一部に設けられており、
　前記定着ユニットを前記装置本体に装着するに連れて、前記位相合わせ部は、前記カッ
プリング部から受ける反力により、前記開閉部材が開いている時の前記カップリング部の
位相と合うように移動することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
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【請求項３】
　複数の開閉部材を有し、前記カップリング部は、複数の前記開閉部材のそれぞれの開閉
動作に連動することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像形成装置の開閉カバーの開き動作に連動して定着部材の圧接を解除し、開閉
カバーの閉まり動作に連動して定着部材を圧接させる手段を持った画像形成装置が知られ
ている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－０７７６１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　定着ニップ部に記録紙が挟まれた状態でジャムが発生した場合には、ジャム紙を容易に
取り除くことができるように、開閉カバーを開く動作で定着部材の加圧を解除し、軽い力
でジャム処理ができることが望ましい。さらに容易にジャム紙を取り除くことができるよ
うに、定着ユニットを画像形成装置から取り外せることが望ましい。昨今の画像形成装置
では、定着ユニット以外の構成の寿命が定着ユニットの寿命よりも長くなってきており、
定着ユニットについては使用途中で新品に交換するものとなってきている。
　定着ユニットを着脱自在あるいは交換可能に構成にした場合には、図８に示すような不
具合が生じる場合があった。図８は、従来例に係る画像形成装置における定着ユニットの
装着動作を説明する模式図である。
　図８に示す構成において、開閉カバーに連動する連動部材であるカップリング６１は画
像形成装置本体側に備えられ、加圧解除部材であるカム部材６２は定着ユニットＴ側に備
えられている。定着ニップ部Ｎはカム部材６２の回転によって、加圧（図８（ｅ））ある
いは、加圧を解除もしくは減圧（図８（ａ））される。
　カップリング６１は不図示の画像形成装置本体に備えられる開閉カバーの開く動作に連
動し、図８（ｅ）の位置から同図中時計周り方向に回転し、図８（ａ）の位置へと回転す
る。また、カップリング６１の回転に連動してカム部材６２が回転し、定着ニップ部Ｎの
加圧を解除もしくは減圧する。図８（ｂ）に示すように、定着ニップ部Ｎの加圧が解除も
しくは減圧された状態において、定着ユニットＴは画像形成装置から同図中左方向に着脱
が可能となっている。
　定着ユニットＴを画像形成装置から取り外し（図８（ｂ））、ジャム処理等をユーザが
行っている最中に、不用意にカム部材６２に触れてしまい、カム部材６２が定着部材の加
圧解除以外の回動角に回ってしまうことがある。カム部材６２とカップリング６１の位相
がずれてしまうと（図８（ｃ））、カム部材６２に設けられ、カム部材６２を回転させる
ためのリブ６２ａがカップリング６１に挿入できなくなる（図８（ｄ））。そうすると、
定着ユニットＴを画像形成装置に装着できなくなってしまうため、カム部材６２及びカッ
プリング６１部の構成の改善が求められていた。
　なお、特許文献１の画像形成装置は、画像形成装置の寿命と定着ユニットの寿命が同じ
となるように構成されており、定着ユニットを使用途中に新品に交換するものではないた
め、上記のような不具合が生じるものではなかった。
【０００５】
　本発明の目的は、定着ユニットが装置本体に対して着脱自在に構成された画像形成装置
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において、定着ユニットを装置本体に装着する際におけるユーザビリティの向上を図るこ
とができる画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明に係る画像形成装置は、
　装置本体と、
　定着ニップ部で記録材に形成された未定着画像を記録材に定着する定着ユニットであっ
て、前記定着ニップ部に圧力を掛ける圧力付与部と、前記圧力付与部に作用して前記定着
ニップ部に掛る圧力を解除する圧力解除部と、を有し、前記装置本体に対して着脱可能な
定着ユニットと、
　前記装置本体に開閉可能に設けられた開閉部材と、
　前記装置本体に設けられており、前記装置本体に装着された状態の前記定着ユニットの
前記圧力解除部と係合し前記圧力解除部を移動させるためのカップリング部と、
を有する画像形成装置において、
　前記カップリング部は前記開閉部材の開閉動作に連動して移動し、
　前記定着ユニットには、前記定着ユニットを前記装置本体に装着する装着動作に連動し
、前記圧力解除部の位相を前記開閉部材が開いている時の前記カップリング部の位相に合
わせる位相合わせ部が設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　以上説明したように、本発明によれば、定着ユニットが装置本体に対して着脱自在に構
成された画像形成装置において、定着ユニットを装置本体に装着する際におけるユーザビ
リティの向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１における定着ユニットの装着動作を説明する模式図。
【図２】実施例１に係る画像形成装置の全体構成を説明する模式図。
【図３】実施例１における定着ユニットの構成を説明する模式図。
【図４】定着ユニット及びプロセスカートリッジの着脱を説明する模式図。
【図５】定着ニップ部の加圧及び加圧解除を説明する模式図。
【図６】カップリング及びカム部材の詳細を示す模式図。
【図７】実施例２における定着ユニットの装着動作を説明する模式図。
【図８】従来例における定着ユニットの装着動作を説明する模式図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に図面を参照して、この発明を実施するための形態を、実施例に基づいて例示的に
詳しく説明する。ただし、この実施の形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状
それらの相対配置などは、発明が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更される
べきものである。すなわち、この発明の範囲を以下の実施の形態に限定する趣旨のもので
はない。
【００１０】
　＜実施例１＞
（画像形成装置の全体構成）
　図１～図６を参照して、本発明の実施例１について説明する。本実施例に係る画像形成
装置１００は、複写機、プリンタ、ファクシミリ等のような、電子写真方式を用いて画像
を形成する装置である。
【００１１】
　まず、図２を参照して、画像形成装置１００の概略構成について記録材Ｓの流れに沿っ
て説明する。図２は、実施例１に係る画像形成装置の全体構成を説明する模式的断面図で
ある。
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【００１２】
　画像形成装置１００は、給紙搬送手段（給紙搬送部）１によって記録材（記録紙）Ｓを
画像形成手段（画像形成部）２へ搬送し、トナー像（現像剤像）を記録材Ｓ上に転写する
。その記録材Ｓを定着手段（定着部）３へ搬送してトナー定着した後、排出部４へと排出
する。
【００１３】
　より具体的には、画像形成装置下部に記録材Ｓを積載収納するカセット５が装填されて
いる。給紙搬送手段１を構成するカセット５内に積載収納されている記録材Ｓが、同図中
反時計回り方向に回転する給送ローラ６によって最上位の記録材Ｓから順に送り出され、
搬送ローラ対７，８により画像形成手段２に送られる。
【００１４】
　レーザースキャナー９により画像情報に応じたレーザー光が同図中時計回り方向に回転
している感光体１０上に照射され、感光体１０上には静電潜像が形成される。この静電潜
像はプロセスカートリッジ３０内の現像部にてトナー現像される。感光体１０上に形成さ
れたトナー画像は、転写ローラ１１により未定着画像として記録材Ｓに転写される。未定
着画像を担持した記録材Ｓは、定着手段３に送られ、定着手段３における定着ユニットＴ
にて定着処理がなされる。定着処理を終えた記録材Ｓは搬送ローラ対１２及び排出搬送ロ
ーラ対１３により搬送され、装置上部の排出部４に排出される。
【００１５】
　なお、図２において、１４は画像形成装置１００の電源部および画像形成装置１００を
制御する制御基板を有する電装部である。また、図２において、２３は、転写部としての
転写ローラ１１と定着手段３との間にシート搬送路を形成するシート搬送部材である。
【００１６】
　記録材Ｓの両面に記録を行う場合には、定着手段３を通過して表面側に画像記録された
記録材Ｓを、排出搬送ローラ対１３の逆転駆動によりスイッチバック搬送する。記録材Ｓ
は、搬送ローラ対１５，１６により再び画像形成手段２に搬送され、裏面側に画像記録を
行われた後排出される。
【００１７】
　手差し給送部１７から給送を行う場合には、手差しトレイ１８を開放し、手差しトレイ
１８上に記録材Ｓを積載する。手差しトレイ１８に積載された記録材Ｓは、図中時計回り
方向に回転する手差し給送ローラ１９によって最上位の記録材Ｓから順に送り出され、搬
送ローラ対８により画像形成手段２に送られる。画像形成手段２に送られた後は前述と同
様の画像形成処理が行われる（説明は省略する）。
【００１８】
　図３を参照して、本実施例における定着ユニットＴの構成について説明する。図３は、
実施例１における定着ユニットの構成を説明する模式的断面図である。
【００１９】
　定着ユニットＴにおいて、ヒータ３１は、アルミナまたは窒化アルミからなるセラミッ
ク基板上に銀合金からなる通電発熱体、通電電極等をスクリーン印刷した加熱体である。
通電発熱体は不図示のＡＣ通電制御回路に接続されている。ヒータ３１上には温度検知手
段であるサーミスタ３２が取り付けられており、ヒータ３１の温度検知を行う。また、ヒ
ータ３１上にはサーモプロテクタである温度ヒューズまたはサーモスイッチ３３が設けら
れており、通電発熱体と直列にＡＣ電源に接続されている。定着フィルム３４は、円筒状
のポリイミド樹脂またはステンレスにシリコンゴム、フッ素ゴム等からなる弾性体ゴム層
およびフッ素系樹脂が形成されている。なお、弾性体ゴム層のない構成の定着フィルム３
４であってもよい。この定着フィルム３４内に、ＰＰＳ、ＰＥＥＫ、液晶ポリマー等の耐
熱樹脂から形成されヒータ３１を支持するフィルムガイド３５、ヒータ３１、補強板３６
が内装され、加熱ユニットＨを構成している。加圧ローラ３７は、アルミ、鉄等からなる
軸にシリコンゴム、フッ素ゴム等からなる弾性層を形成した加圧部材である。定着フィル
ム３４は定着フィルム３４の長手方向両端部に対向するように配置されたフランジ３８，
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３９の外周面または内周面により走行軌跡を規制されている。本実施例においてはフラン
ジ３８、３９の内周面で定着フィルム３４の長手方向への移動、及び定着フィルム３４両
端部の走行軌跡を規制している。加熱ユニットＨと加圧ローラ３７は、後述の圧力付与機
構により圧力が付与されることで圧接ニップ部としての定着ニップ部Ｎを形成する。この
定着ニップ部Ｎを記録材Ｓが通過することによって、記録材Ｓ上の未定着画像が定着され
る。
【００２０】
　図４を参照して、定着ユニット及びプロセスカートリッジの着脱について説明する。図
４は、定着ユニット及びプロセスカートリッジの着脱を説明する模式的断面図である。図
４において、（ａ）は定着ユニットＴ及びプロセスカートリッジ３０が装着された状態、
（ｂ）は定着ユニットＴを取り外した状態、（ｃ）はプロセスカートリッジ３０を取り外
した状態の概略図をそれぞれ示す。
【００２１】
　図４（ｂ）に示すように、定着ユニットＴを画像形成装置１００から着脱する際は、装
置本体内部を外部に開放すべく開閉カバー（開閉部材）２０を開き、図中左方向に取り外
すものである。なお、定着ユニットＴを着脱する際は図５に示す着脱レバー４７，４８を
矢印Ａ方向及び、４９，５０を矢印Ｂ方向に動作させることでユーザによって容易に着脱
可能となっている。また、図４において、画像形成装置１００に備えられる連動部材であ
るカップリング６０は、不図示の連動機構によって開閉カバー２０の開く動作に連動し、
図４（ａ）の位置から図４（ｂ）の位置へと図中時計周り方向に回転する。プロセスカー
トリッジ３０を画像形成装置１００から着脱する際は、図４（ｃ）に示すように開閉カバ
ー２１を開き着脱するものである。また、カップリング６０は、不図示の連動機構によっ
て開閉カバー２１の開く動作（開動作）に連動し、図４（ａ）の位置から図４（ｃ）の位
置へと図中時計周り方向に回転するものである。さらに、図４（ｂ）及び図４（ｃ）の状
態からそれぞれの開閉カバーを閉める動作（閉動作）に連動して、カップリング６０は、
図４（ａ）の位置へと図中反時計周り方向に回転するものである。このように、カップリ
ング６０は複数の開閉カバーの開閉動作に連動して回転するものである。
【００２２】
　図５を参照して、定着ニップ部Ｎを形成するための加圧構成について説明する。図５は
、定着ニップ部の加圧及び加圧解除を説明する模式的断面図である。図５において、（ａ
）は定着ニップ部Ｎが加圧された状態、（ｂ）は定着ニップ部Ｎの加圧が解除もしくは減
圧された状態をそれぞれ示す。
【００２３】
　加圧ローラ３７の両軸部は定着ユニットＴ内に固定された定着側板４０、４１に回転可
能にそれぞれ支持されている。加熱ユニットＨは加圧ローラ３７との定着方向（互いに密
接する方向）に移動可能に定着側板４０、４１によって支持されている。図５（ａ）に示
すように、加熱ユニットＨのフランジ３８、３９を加圧板（加圧部材）４２，４３で加圧
することにより定着ニップ部Ｎを形成する。フランジ３８，３９を加圧する加圧板４２，
４３に付勢力を加える加圧バネ４５，４６が定着上板４４と加圧板４２，４３との間に設
けられている。定着ニップ部Ｎが加圧された状態において、加圧板４２、４３の一端部は
定着側板４０，４１に設けられたストッパ部４０ａ、４１ａと隙間をもって配置されてい
る。これにより、加圧バネ４５，４６の加圧力（付勢力）が定着ニップ部Ｎに確実に加わ
り、定着ニップ部Ｎが形成される。本実施例では、フランジ３８、３９を含む加熱ユニッ
トＨと加圧ローラ３７のうちいずれか一方が本発明における第１定着部材、他方が第２定
着部材に対応する。
【００２４】
　なお、加熱ユニットＨの両端部近傍に位置するフランジ３８，３９、加圧板４２，４３
、加圧バネ４５，４６、着脱レバー４７，４８，４９，５０については、一端側のみの図
示しており、他端側は図示していない。
【００２５】
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　図５（ｂ）に示すように、加圧解除部材であるカム部材５１，５２が回転すると、カム
部材５１，５２に設けられた隆起部５１ｄ、５２ｄが加圧板４２，４３の面４２ａ、４３
ａを持ち上げる。すると、加圧板４２，４３は定着側板４０，４１に設けられたストッパ
部４０ａ、４１ａを支点に、加圧バネ４５，４６の加圧力に抗する方向に回転し、加圧バ
ネ４５，４６の加圧力がフランジ３８、３９に働くのを遮断する。すなわち、カム部材５
１，５２は、加圧力に抗する力が発生するように加圧板４２，４３に当接可能に構成され
るとともに、加圧力に抗する力が変化するように加圧板４２，４３との当接状態が変化可
能に構成されている。これにより、定着ニップ部Ｎの加圧が解除もしくは減圧される。
【００２６】
　前述したように、定着ニップ部Ｎを形成するための圧力付与機構は、定着上板４４、加
圧バネ４５，４６、加圧板４２，４３など圧力付与に関わる部材によって構成されている
。なお、圧力付与機構は、前述した構成に限定されるものではなく、定着ニップ部Ｎを形
成するための圧力を掛ける構成であれば、その他の構成であっても良い。
【００２７】
　図４～図６を参照して、連動部材であるカップリング６０及び圧接解除部材であるカム
部材５１，５２による定着ニップ部Ｎの加圧解除動作を説明する。
図６は、カップリング及びカム部材の詳細を示す模式図であり、画像形成装置１００に設
けられたカップリング６０と定着ユニットＴに設けられたカム部材５１，５２を示してい
る。図６において、（ａ）は加圧位置にあるときの様子、（ｂ）は解除位置にあるときの
様子をそれぞれ示す。
【００２８】
　カップリング６０は、定着ユニットＴを着脱可能にする開閉カバー２０や、プロセスカ
ートリッジ３０を着脱可能にする開閉カバー２１など、複数の開閉カバーの開閉動作に連
動して回転するものである。上記のいずれかの開閉カバーの開閉動作に連動して、カップ
リング６０は図６（ａ）の位置から図６（ｂ）までの範囲で回転する。カップリング６０
は、定着ユニットＴが装置本体に完全に装着された状態において、カム部材５１に設けら
れた回動部５１ｂと接触（当接）するように構成されている。カップリング６０が回転す
ることで、回動部５１ｂは、カップリング６０に設けられた凸部６０ａから、カム部材５
１を回転中心５１ｃ、５２ｃを中心に回転させる力を受ける。このようにして、カム部材
５１，５２はカップリング６０によって回転させられる。カム部材５１、５２は、回転に
よって、加圧板４２、４３との当接状態が、加圧ユニットＨに加圧力が最も加わる加圧状
態（図５（ａ））から、加圧力が加わらないあるいは低減される解除状態までの範囲で変
化する（図５（ｂ））。すなわち、カップリング６０は、カム部材５１，５２に力を加え
ることでカム部材５１，５２と加圧板４２、４３の当接状態を変化可能に構成されている
。
【００２９】
　上記いずれかの開閉カバーを開く動作に連動して、カップリング６０とカム部材５１，
５２は図６（ａ）の位置から図６（ｂ）の位置まで矢印Ｃ方向に回転する。このとき、カ
ップリング６０が矢印Ｃ方向に回転することで、回動部５１ｂは、カップリング６０に設
けられた凸部６０ａから、カム部材５１を回転中心５１ｃ、５２ｃを中心に矢印Ｃ方向に
回転させる力を受ける。これにより、カム部材５１，５２が矢印Ｃ方向に回転し、カム部
材５１、５２と加圧板４２、４３との当接状態が、加圧状態（図５（ａ））から解除状態
（図５（ｂ））に変化する。これにより、定着ニップ部Ｎの加圧が解除もしくは減圧され
る。
【００３０】
　また、上記いずれかの開閉カバーの閉じる動作に連動して、カップリング６０とカム部
材５１，５２は図６（ｂ）の位置から図６（ａ）の位置まで矢印Ｄ方向に回転する。この
とき、カップリング６０が矢印Ｄ方向に回転することで、回動部５１ｂは、カップリング
６０に設けられた凸部６０ａから、カム部材５１を回転中心５１ｃ、５２ｃを中心に矢印
Ｄ方向に回転させる力を受ける。これにより、カム部材５１，５２が矢印Ｄ方向に回転し
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、カム部材５１、５２と加圧板４２、４３との当接状態が、解除状態（図５（ｂ））から
加圧状態（図５（ａ））に変化する。これにより、定着ニップ部Ｎが加圧される。
【００３１】
　なお、カム部材５１、５２は、不図示の連結部材で連結されており、該連結部材の両端
にそれぞれ設けられている。案内部５１ａ、回動部５１ｂは一端側のカム部材５１にのみ
設けられており、カム部材５１はカップリング６０が配置された側に設けられている。
【００３２】
　また、前記開閉カバーは定着ユニットＴを着脱する開閉カバー２０、プロセスカートリ
ッジ３０を着脱する開閉カバー２１に限るものではない。
【００３３】
　図１を参照して、定着ユニットＴを画像形成装置１００へ装着する構成について説明す
る。図１は、実施例１における定着ユニットの装着動作を説明する模式的断面図である。
図１において、（ａ）～（ｆ）は、定着ユニットＴが装置本体から完全に取り外された状
態（ａ）から、完全に装着された（装着が完了した）状態（ｆ）までの様子を、装着度合
が増す順に示している。また、図１（ｇ）はカム部材５１及びカップリング６０の模式的
斜視図である。
【００３４】
　前述したように、定着ユニットＴは、開閉カバーを開いた後に画像形成装置１００から
着脱可能となる。つまり、定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外す際は、カッ
プリング６０とカム部材５１、５２は図１（ｆ）で示す定着ニップ部Ｎの加圧を解除もし
くは減圧した圧解除位置になっている。
【００３５】
　なお、定着ユニットＴを取り外す方向は図中左方向である。したがって、定着ユニット
Ｔの取り外しを可能とするため、図１（ｆ）の状態において、カップリング６０は、カム
部材５１に設けられた回動部５１ｂよりも定着ユニットＴを取り外す方向とは逆の図中右
側に配置される。
【００３６】
　定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外した後、ジャム処理等行い、その後定
着ユニットＴを画像形成装置１００に装着する場合を想定する。定着ユニットＴを画像形
成装置１００に装着するときにカム部材５１、５２が圧解除位置にある場合、カム部材５
１，５２が圧解除位置の状態のままで、定着ユニットＴは画像形成装置１００へ装着され
る（図１（ｆ））。
【００３７】
　次に、定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外した後、何らかの理由で、カム
部材５１、５２の位置が圧解除位置とは違う位置に回転してしまった状態で、定着ユニッ
トＴを画像形成装置１００に装着する場合を想定する。例えば、ジャム処理等の最中に、
ユーザが誤ってカム部材５１、５２を圧解除位置とは違う位置に回転させてしまったり、
ジャム処理時の振動や衝撃でカム部材５１、５２が圧解除位置からずれてしまうことが考
えられる。そのような場合において定着ユニットＴを画像形成装置１００に装着するとき
の装着動作を、図１を参照して以下説明する。
【００３８】
　図１（ａ）は、定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外した後に、カム部材５
１、５２が加圧位置（圧解除位置とは違う位置）に回転してしまった状態を示す。
【００３９】
　カム部材５１のカップリング６０との当接部は、上述した回動部５１ｂに連続的、かつ
回動部５１ｂとは異なる角度で設けられた案内部５１ａを有している。回動部５１ｂにお
けるカップリング６０との当接面（第１当接面）と、案内部５１ａにおけるカップリング
６０との当接面（第２当接面）は、滑らかに屈曲する連続した当接面を形成している。カ
ップリング６０は、カム部材５１、５２とフランジ３８、３９との当接状態が解除状態以
外の状態から解除状態に変化するようにカム部材５１に力を加えながら、第２当接面上を
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摺動し第１当接面上へ移動するように構成されている。
【００４０】
　図１（ａ）～図１（ｃ）に示すように、定着ユニットＴを画像形成装置１００へ挿入す
る途中で、カム部材５１の案内部５１ａとカップリング６０は接触部Ｅで接触する（図１
（ｃ））。すなわち、案内部５１ａは、定着ユニットの装着が完了する前にカップリング
６０に当接するように構成されている。接触部Ｅはカム部材５１の回転中心５１ｃよりも
下側、つまり、高さ方向で位相がずれているので、カム部材５１は、定着ユニットＴの装
着動作でカップリング６０によって押されることで、図中時計周り方向に回転することで
きる。また、回動部５１ｂに滑らかにつながる案内部５１ａを設けることによって、カム
部材５１，５２の回転動作角を大きくする事が可能となっている。
【００４１】
　図１（ｄ）、図１（ｅ）に示すように、さらに定着ユニットＴを画像形成装置１００に
装着していく（装着度合を増していく）と、カム部材５１の案内部５１ａはカップリング
６０によってさらに押し回される。これにより、カム部材５１はさらに圧解除位置へと回
転していく。すなわち、案内部５１ａは、定着ユニットの装着が完了するまでに、カム部
材５１、５２と加圧板４２，４３の当接状態を解除状態以外の状態から解除状態に変化せ
しめる力をカップリング６０から加えられるように構成されている。
【００４２】
　図１（ｆ）に示すように、定着ユニットＴの装着が完了するとカム部材５１、５２は圧
解除位置まで回転しており、カップリング６０とカム部材５１、５２の位置は定着ユニッ
トＴを取り外す前と同じ位置になる。つまり、定着ユニットＴを画像形成装置１００へ装
着する動作によって、カップリング６０によりカム部材５１、５２を圧解除位置へ回転さ
せることができる。これにより、定着ユニットＴを画像形成装置１００に装着することが
可能となり、かつ、装着完了時には定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧することが
できる。
【００４３】
　図１ではカム部材５１、５２が加圧位置の状態からの装着動作を説明したが、カム部材
５１、５２が図１（ｄ）や図１（ｅ）に示すように、加圧位置から圧解除位置の範囲にあ
る状態であってもよい。カム部材５１、５２がそのような位置であっても、定着ユニット
Ｔの装着が完了すると図１（ｆ）に示すようにカム部材５１、５２は圧解除位置へと回転
し、定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧することができる。つまり、カム部材５１
、５２が圧解除位置から加圧位置の範囲のどの位置であっても、定着ユニットＴの装着動
作によってカム部材５１、５２はカップリング６０によって圧解除位置へと回転する。し
たがって、カム部材５１、５２がどのような位置であっても、定着ユニットＴを画像形成
装置１００に装着できるとともに、装着完了時には、定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしく
は減圧することができる。
【００４４】
　なお、本実施例では圧接解除部材としてカム部材、連動部材としてカップリングでの説
明をしたが上記に限るものではない。例えば、カム部材に連動するリンク部材や、スライ
ド部材など、定着ニップ部を加圧あるいは、加圧を解除もしくは減圧する構成であればそ
の他の構成であっても良い。
【００４５】
　以上説明したように、定着ユニットを画像形成装置から取り外した際に、カム部材が回
転してしまっても、定着ユニットを画像形成装置に装着する動作でカップリングによって
カム部材を圧解除位置まで回転させることができる。すなわち、定着ユニットを画像形成
装置に装着する際に、ユーザによって予めカム部材を所定の位置へ合わせる必要がなくな
り、ユーザビリティを向上することができる。
【００４６】
　＜実施例２＞
　図７を参照して、本発明の実施例２に係る画像形成装置１００において定着ユニットＴ
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を装置本体へ装着する構成について説明する。図７は、実施例２における定着ユニットの
装着動作を説明する模式的断面図である。図７において、（ａ）～（ｄ）は、定着ユニッ
トＴが装置本体から完全に取り外された状態（ａ）から、完全に装着された（装着が完了
した）状態（ｄ）までの様子を、装着度合が増す順に示している。
【００４７】
　本実施例は、カム部材５１のカップリング６０との当接部が回動部５１ｂのみで構成さ
れている。すなわち、実施例１のように案内部５１ａが回動部５１ｂとは異なる角度で延
びる構成ではなく、カム部材５１，５２の回転動作角が少ない構成となっている。
【００４８】
　定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外す際は、カップリング６０とカム部材
５１、５２は図７（ｄ）で示す定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧した圧解除位置
になっている。次に、定着ユニットＴを画像形成装置１００から取り外した際、カム部材
５１、５２が加圧位置に回転した状態を図７（ａ）に示す。定着ニップ部Ｎの圧解除の量
が少ない構成の場合には、カム部材５１，５２の回転動作角は少なくすることができるの
で、本実施例では、回動部５１ｂをカップリング６０によって回転させる構成としている
。
【００４９】
　図７（ｂ）、図７（ｃ）に示すように、定着ユニットＴを画像形成装置１００へ挿入す
る途中でカム部材５１の回動部５１ｂとカップリング６０が接触部Ｆで接触する（図７（
ｃ））。実施例１と同様に、接触部Ｆはカム部材５１の回転中心５１ｃよりも下側、つま
り、高さ方向で位相がずれている。したがって、カム部材５１は、定着ユニットＴの装着
動作でカップリング６０によって押されることで、図中時計周り方向へ回転することがで
きる。
【００５０】
　図７（ｃ）、図７（ｄ）に示すように、さらに定着ユニットＴを画像形成装置１００に
装着していくと、カム部材５１の回動部５１ｂはカップリング６０によってさらに押し回
される。これにより、カム部材５１はさらに圧解除位置へと回転していく。
【００５１】
　図７（ｄ）に示すように、定着ユニットＴの装着が完了するとカム部材５１、５２は圧
解除位置まで回転しており、カップリング６０とカム部材５１、５２の位置は定着ユニッ
トＴを取り外す前と同じ位置になる。つまり、定着ユニットＴを画像形成装置１００へ装
着する動作によって、カップリング６０によりカム部材５１、５２を圧解除位置へ回転さ
せることができる。これにより、定着ユニットＴを画像形成装置１００に装着することが
可能となり、かつ、装着完了時には定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧することが
できる。
【００５２】
　図７ではカム部材５１、５２が加圧位置の状態からの装着動作を説明したが、カム部材
５１、５２が図７（ｃ）に示すように、加圧位置から圧解除位置の範囲にある状態であっ
てもよい。カム部材５１、５２がそのような位置であっても、定着ユニットＴの装着が完
了すると図７（ｄ）に示すようにカム部材５１、５２は圧解除位置へと回転し、定着ニッ
プ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧することができる。つまり、カム部材５１、５２が圧解
除位置から加圧位置の範囲のどの位置であっても、定着ユニットＴの装着動作によってカ
ム部材５１、５２はカップリング６０によって圧解除位置へと回転する。したがって、カ
ム部材５１、５２がどのような位置であっても、定着ユニットＴを画像形成装置１００に
装着できるとともに、装着完了時には、定着ニップ部Ｎの加圧を解除もしくは減圧するこ
とができる。
【００５３】
　なお、本実施例では圧接解除部材としてカム部材、連動部材としてカップリングでの説
明をしたが上記に限るものではない。例えば、カム部材に連動するリンク部材や、スライ
ド部材など、定着ニップ部を加圧あるいは、加圧を解除もしくは減圧する構成であればそ
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の他の構成であっても良い。
【００５４】
　以上説明したように、本実施例においても実施例１と同様の効果を得ることができる。
すなわち、定着ユニットを画像形成装置に装着する際に、ユーザによって予めカム部材を
所定の位置へ合わせる必要がなくなり、ユーザビリティを向上することができる。
【符号の説明】
【００５５】
　２１、２２…開閉カバー、３７…加圧ローラ、４２、４３…加圧板、５１，５２…カム
部材、５１ａ…案内部、５１ｂ…回動部、６０…カップリング

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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